
今
回
改
正
さ
れ
た
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
。

●
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

　
い
て

　

県
か
ら
の
事
務
権
限
移
譲

に
伴
い
火
薬
類
取
締
法
中
の

許
可
事
務
を
行
う
こ
と
に
な

り
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
許
可

申
請
手
数
料
を
徴
収
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
条
例
を
改

正
す
る
も
の

●
市
立
児
童
館
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
に
つ
い
て

　

第
３
子
以
降
の
児
童
の
使

用
料
を
無
料
化
と
す
る
た

め
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の

●
敬
老
祝
金
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

　
つ
い
て

　

外
国
人
登
録
者
も
敬
老
祝

事
業
の
支
給
対
象
者
と
す
る

こ
と
に
伴
い
、
条
例
を
改
正

す
る
も
の

●
三
角
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

　
定
に
つ
い
て

　

改
修
に
伴
い
、
類
似
施
設

と
の
使
用
料
を
統
一
す
る
た

め
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

　
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
億

９
８
３
４
万
３
千
円
を
追
加

し
、
総
額
２
３
７
億
１
８
９

６
万
５
千
円
と
し
た
。

【
修
正
可
決
】

●
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

　
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
２

８
２
万
円
を
追
加
し
、
総
額

52
億
４
１
２
０
万
１
千
円
と

し
た
。

●
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
６

０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
３

億
３
９
０
８
万
９
千
円
と
し

た
。

●
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　
（
第
１
号
）

　

収
益
的
収
入
の
額
を
11
億

１
５
７
５
万
２
千
円
と
し
、

収
益
的
支
出
の
額
を
11
億
４

３
３
０
万
９
千
円
と
し
た
。

資
本
的
収
入
の
額
を
７
億
３

８
２
万
２
千
円
と
し
、
資
本

的
支
出
の
額
を
10
億
９
６
１

０
万
１
千
円
と
し
た
。

●
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予

　
算
（
第
１
号
）

　

資
本
的
収
入
支
出
そ
れ
ぞ

れ
４
億
４
９
０
０
万
円
を
追

加
し
、
総
額
22
億
７
７
４
２

万
３
千
円
と
し
た
。

●
国
民
健
康
保
険
宇
城
市
民

　
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　
（
第
１
号
）

　

３
２
５
万
５
千
円
を
追
加

し
資
本
的
支
出
の
額
を
２
０

８
５
万
９
千
円
と
し
た
。

●
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

　
に
つ
い
て　
　
　

　
　
　

河
田　

信
之
氏（
新
）

●
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い

　
て

　
　
　

松
下　

榮
明
氏（
新
）

　
　
　

浦
上　

皓
二
氏（
新
）

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

　
推
薦
に
つ
い
て　

　
　
　

古
田　

弘
子
氏（
再
）

　
　
　

喜
津
木
司
朗
氏（
新
）

　
　
　

坂
﨑　

秀
直
氏（
新
）
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●
ホ
テ
ル
誘
致
は
、
道
の
駅
建
設
事
業
の
一
環
と
し
て
推
進
さ
れ
て

い
る
し
、
市
が
用
地
斡
旋
も
行
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
は
信

義
則
上
義
務
が
あ
り
、
市
で
用
地
購
入
す
べ
き

●
道
の
駅
・
物
産
館
・
ホ
テ
ル
の
３
点
セ
ッ
ト
で
市
政
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
前
市
長
が
種
を
ま
か
れ
た
が
、
金
融
危
機
や
規
模
縮
小
で
ホ

テ
ル
は
撤
退
し
、
実
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
市
が
一
生
懸
命
力
を

入
れ
、
市
民
の
土
地
を
求
め
て
き
た
こ
と
が
原
点
で
あ
り
、
実
ら
な

か
っ
た
実
を
、
実
る
よ
う
に
市
は
進
め
る
べ
き

●
百
年
に
一
度
の
経
済
不
況
も
い
つ
か
は
回
復
す
る
と
考
え
る
。
そ

の
際
、
当
用
地
を
確
保
し
て
お
く
と
い
ろ
ん
な
こ
と
に
対
応
で
き
る

と
思
う
。

●
地
権
者
と
ホ
テ
ル
側
の
撤
退
の
合
意
が
成
立
し
、
今
日
ま
で
40
日
し
か
経

っ
て
い
な
い
。
い
ろ
ん
な
業
種
の
会
社
と
交
渉
す
べ
き

●
こ
の
用
地
は
ル
ー
ト
イ
ン
と
地
権
者
７
人
、
民
と
民
と
の
契
約
で
あ
る
な

ら
ば
、
解
約
に
伴
う
損
害
賠
償
等
の
予
定
額
の
定
め
も
さ
れ
て
い
る
は
ず
。

解
約
し
た
か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ
市
に
買
い
上
げ
ろ
と
い
う
問
題
で
は
な
い
。

２
か
月
足
ら
ず
の
う
ち
に
す
ぐ
に
買
い
上
げ
る
と
い
う
の
は
あ
ま
り
に
も
拙

速
で
あ
り
無
為
無
策
で
あ
る
。
イ
ベ
ン
ト
広
場
が
必
要
な
ら
、
最
初
か
ら
計

画
す
べ
き

●
市
長
は
ホ
テ
ル
に
代
わ
る
代
替
案
を
示
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
代
替

案
が
、
市
で
買
収
し
イ
ベ
ン
ト
広
場
を
整
備
す
る
と
い
う
こ
と
は
短
絡
的
で

あ
り
、
市
費
を
投
入
せ
ず
民
間
企
業
を
誘
致
す
べ
き
で
あ
る
。
執
行
部
も
再

度
必
死
に
な
っ
て
民
間
企
業
の
誘
致
に
努
力
す
べ
き

　平成 21年第 2回定例会は、6月 1日から 18日までの 18日間の会期で行われた。
今定例会では、専決処分の承認案件４件、報告案件 7件、人事案件 6件、条例案件 5件、
予算案件 6件、その他案件 2件の 30議案のほか、請願 1件、陳情 1件が上程され、審
議の結果、一般会計補正予算が修正可決、そのほかの案件については原案どおり可決した。
一般質問は 9、10、11日の 3日間行われ、9人の議員が、市政全般について質問した。

補

正

予

算　

人　
　
　
　
　
事

今
定
例
会
、
６
月
12
日
の
総
務
常
任
委
員
会
で
本
案
に
対
す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
18
日
本
会
議
最
終
日
の
審
議
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
修
正
案
が
可
決
し
た
。

修
正
案
の
提
出
理
由
と
し
て
、
議
会
費
の
公
用
車
購
入
関
係
の
補
正
は
、
こ
の
経
済
状
況
の
中
、
視
察
で
来
庁
さ
れ
た
議
員
送
迎
用
の
ワ
ゴ
ン
車
を
購
入
す
る
こ
と

は
税
金
の
無
駄
遣
い
で
あ
り
、
全
庁
的
な
使
用
を
考
慮
す
べ
き
点
が
多
い
。
企
画
費
の
道
の
駅
公
園
関
係
の
補
正
は
、
進
出
ホ
テ
ル
の
撤
退
に
伴
う
用
地
購
入
費
及

び
公
園
設
置
は
時
期
尚
早
で
あ
る
と
し
、
関
連
予
算
、
６
７
６
８
万
８
千
円
を
全
額
減
額
修
正
す
る
と
し
た
も
の

平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
対
す
る
修
正
案
が
可
決

○
修
正
案
に
対
す
る
主
な
反
対
討
論

○
修
正
案
に
対
す
る
主
な
賛
成
討
論

高齢者健康づくり交流事業の一コマ

討論

宇城市議会だより 2宇城市議会だより3

← ←


